
初生こどもの家 第 2てんし        支援プログラム           令和 8年 10 月 作成 

理念 
多様なニーズに応え一人一人の自立を支援し、可能性を最大限に引き出す支援を目指します。 

支援方針 

集団生活を通じて基本的な生活習慣や社会的ルールを学び、多様性を理解しながら達成感や自信を養うことで、他者への思いやりやコミュニ

ケーション能力を高め、積極的な社会参加を促進します。 

営業時間 14 時 30 分～17時 30 分 送迎実施の有無 
有（学校のお迎え） 

※帰りの送迎は要相談 

 支援内容 

本
人
支
援 

健康・生活 

基本的な日常生活動作の定着を図り、自立した身支度や適切な物品管理が行えるよう継続的に支援します。 

運動・感覚 

遊びや作業課題を取り入れ、粗大運動（身体の使い方）および微細運動（手先の操作性）の発達を促す支援を行います。 

認知・行動 

視覚情報を用いた事前提示やスケジュール管理を行い、子どもたちが「次に何をすればよいか」を自ら理解し、安心して行動に移せるよう支

援します。 

言語・ 

コミュニケ

ーション 

相手の言葉に耳を傾けて意図を汲み取る練習や、自分の気持ちを言葉にして伝えるやりとりを通じ、双方向のやりとりを楽しむための土台作

りを支援します。 

人間関係・

社会性 

集団活動を通じた他者理解や好ましい社会行動の習得により、円滑な対人関係の構築を支援します。 

家族支援 
子供に対する情報の提供と、定期的支援調整 

移行支援 
進路や移行先の選択についての本人や家族への相談援助 

地域支援・ 

地域連携 

教育機関の関係者等との連携、買い物・図書館 

ケース検討のための会議へ出席 
職員の質の向上 

子どもの深掘り、定期的な職員研修、コミュニケーショ

ン能力の強化、個別検討会議 

主な行事等 

夏祭り、誕生会、クリスマス会 

（長期休みお出かけあり） 

 


